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TSEPのご紹介
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TSEPとは？

2010年1月

※当時経産省に勤めていた代表の岩本が中心となり発足

経済、経済政策、ビジネス

経済の教養を身に着けたい方は、どなたでも

（オープンな勉強会です）

勉強会参加費：1000円

懇親会参加費：1000円

経済教養の『羅針盤』

発足

対 象

経済やビジネスの『教養』を『積極的』に身に着けて
いきたいという方のための勉強会です

テーマ

コンセプト

＝参加費
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勉強会の種類は、大きく３つ

経済政策勉強会
（"マクロ視点"）

ビジネス勉強会
（"ミクロ視点"）

有識者討論会

"日本経済の大きな論点"に照準

 注目すべき、マクロ経済、経済
政策の動き

"未来を予見する新たな潮流"に照準

 注目すべき業界/企業動向

 新たな技術、ビジネスモデル

第一線の有識者とガチで議論

 講演して頂いた後、
有識者も交え議論

 消費税増税の是非

 雇用問題

 地方経済の現状
・・・

 ビッグデータ

 クラウドソーシング

・・・

 アベノミクスの是非
（小幡績氏）

 東京五輪に向けて
（為末大氏）

 自動運転が変える社会
（泉田良輔氏）

概 要 最近のテーマ
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TSEP勉強会の特徴・力を入れていること

１．厳選されたテーマ/課題図書

 運営メンバーの知見を結集し、テーマ/課題図書を厳選

– 教養として学ぶに足る重要なテーマかどうか？

– 「売れている本」ではなく、「真に良い本」

２．先進性 （"イノベーティブな勉強会"）

 「仕組み」の先進性： 他の勉強会とは一味違う工夫/仕掛け

– 課題図書ダイジェスト、論点作成、発表＆投票、・・

 「会場」の先進性： 最新設備が整った大学の講義室

３．参加者一人ひとりが主役

 ディスカッションの中で、一人ひとりが主役として、
アウトプット/インプット
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勉強会の流れ

①課題図書
ダイジェスト

②ディスカッション
③プチ政策立案
/プチビジネス立案

④発表・投票

概 要
事前に準備した
論点に沿ってデ
ィスカッション

ｸﾞﾙｰﾌﾟごとに、
政策立案を疑
似体験

参加者の投票
により、優秀チ
ームを決め表彰

課題図書のポイ
ントを運営メン
バーがプレゼン

模 様

30分 30分70分
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①課題図書ダイジェスト

 運営メンバーが、課題図書のポイントをレジュメにまとめてプレゼン。課題図書の内容
を振り返ります

 課題図書を読んできていただくことが原則ですが、忙しくて読めなかった場合も、この
ダイジェストがあるのでキャッチアップできます！
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②グループディスカッション

 課題図書の内容を振り返ったら、勉強会のメインのグループディスカッションです。５人
くらいのグループに分かれて、70分間、喧々諤々の議論をします

 議論が発散しないよう、毎回、「論点」を運営側で準備しています。経験豊かな運営メ
ンバーが、スムーズなファシリテーションで議論を進行していきます
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③プチ政策/ビジネス立案 と ④発表・投票

 グループディスカッションの中で、政策立案やビジネス立案を行います

 ディスカッション終了後、各グループの代表者から、立案したアイデアを発表

 どのグループのアイデアが良かったか、投票を行い、優秀グループを選出します！
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記念撮影と懇親会

 勉強会の最後に、全員で課題図書を手に記念撮影

 その後は、勉強会の会場で、お酒とおつまみを片手に懇親会を行います
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日経ビジネス
Associe

ポコチェ
（女性向けＦＰ）

掲載メディア

社会教育
（文科省系業界紙）

掲載年月

2011年9月

2012年9月

2012年1月

2013年5月

2014年12月

掲載特集

グループリーディング

の事例として

大人の女子力向上

ガイド

活躍する社会教育

団体紹介

自発的な社会教育の

取組事例

勉強会ブーム

埼玉県社会教育
委員会報告書

メディア掲載実績：
これまで、経済誌など、多くのメディアに取り上げてこられました

週刊エコノミスト


